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2011年3月 1日の東北大震災によって， 2011年度の東
北大学の教育研究は大きな影響を被った。平成22年度(2010
年度)の年報では2011年3月末までの震災および直後の
フィールドセンターにおける対応を報告した。本編では，
2011年4月以降2012年3月まで，すなわち平成23(2011) 
年度のフィールドセンターの震災に関わる各種活動につい
て，第 l節においてセンター全体について，次いで第2節
以下，川渡，女川[，雨宮について報告する。詳細について
は関連する業務報告も参照されたい。
(とりまとめ:粛藤雅典)
1全体概況
東北大学全体が大きな被害を受け，新年度からの教育研
究計画は大きな影響を受け，例年通りに学事を進めること
は不可能であった。事務職員に関わる大学人事についても
異動はほとんど行われず，非常事態体制のまま新年度を迎
えることになった。講義棟について，青葉山キャンパスや
川内キャンパスなどのいくつかの建物で、破損のため，立ち
入りができなくなったものもあり，全学的に講義室・実験
室の確保が問題であった。そのような状況で、はあったが，
緊急の修復等により，例年より 1ヶ月遅れで新学期の授業
開始を目指すこととなった。
5月6日の入学式は，仙台市立体育館が使用不可能であっ
たため，部局ごとに開催された。井上総長の式辞を含め，
式はネットテレビ配信によって行われた。新学期の授業は，
夏期休業期間を圧縮し， 1学期期間中は土曜日も授業にあ
て，授業時間数を確保するという形で，乗り切ることとなっ
た。
農学部(雨宮キャンパス)においては， 4月7日夜の震
度6強の余震により復旧したばかりの水道管が破裂し，多
くの研究室が水道水により浸水し，復旧しかけた研究施設
が大きな被害を受けた。授業開始までの復旧が間に合わな
いのではないかと危倶されたが，なんとか4月末に復旧し，
授業開始に間に合わせることができた。
川渡フィールドセンターにおいては，震災直後に学生・
大学院生をすべて実家に帰省させ，教職員のみで4月を迎
えた。 4月7日の余震により，再び停電となった。停電は
ほぼ 1日続き， 8日夕方に回復したが，あらためて搾乳な
どの家畜管理に影響が出た。
4月中旬以降，帰省していた学生が}I[渡へ戻り始め，新
学期の教育研究が始動した。毎年，フィールドセンター全
体で開催する研究成果発表会は資料だけ作成し発表会・播
種祭をとりやめとし，代わって，顔合わせ会を開催した。
この会は，川渡セミナーセンターが利用不可能であったた
めに， }I[渡フィールドセンターの会議室において机を撤去
したスペースに全員が安座して行った。また，池田准教授
から女}I[フィーノレドセンターの被災状況を報告していただ
くとともに，各研究分野のメンバー紹介を行った。
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女川フィールドセンターは津波により壊滅的な被害を受
け，教員・学生の居室として農学部内に臨時の居室・実験
室を確保することとなった。平塚・阿部両職員の尽力によ
り津波から避難することのできた調査実習船「翠暗」につ
いては，調査船を失った宮城県の調査に全面的に協力する
こととなった。
女川フィーノレドセンターが全く使えない状況のもとで，
フィーノレドセンター関係の実習の実施は大幅に変更せざる
を得なかった。フィールドセンター全教員で担当する「陸
圏・水圏コミュニケーション論」については， 5月28日に
日帰りで川渡において陸圏・水圏のフィーノレド講義を行っ
た。水圏については，川渡フィーノレドセンター内のため池
を用い，淡水性魚類・エピ類等に関するフィールド講義を
行った。例年 1泊2日をかけて行うフィールド講義の時間
数が大幅に少なくなったため，農学部における教室講義を
例年の倍の時間数確保し，また最終回には4つの班(利用
したパスごと)で教室でのグループ討議を行った。
植物・資源経済系，動物系，生命化学系，生物化学系お
よび大学院の各実習は，実施時期は例年と少し変更したも
ののほぼ例年通り実施した。しかし，震災直後の停電によ
り，凍結保存してあったブルーペリーが溶解し，ジャムづ
くりの実習に利用できなった。そのため，大学附属農場協
議会を通じて全国の大学農場へ支援を依頼したところ，複
数の大学から支援の申し出があり，その中から岩手大学農
学部附属寒冷フィーノレドサイエンス教育研究センターから
凍結ブ、ノレーペリーの提供をいただき，無事，実習を行うこ
とができた。また海洋系の実習は，農学部内の実験室等を
利用して行われた。
教育研究商では，分析機器，備品等について大きな被害
が出た。使用困難となった機器については，調査の上，そ
のほとんどが年度内に修理あるいは更新された(後述)。
また，中井教授が代表を務め，学部の多くの教員が参加し
て開始された「食・農・村の復興支援プロジェクトJには，
フィーノレドセンターからも多くの教員が参加し，それぞれ
専門とする研究領域で復興支援に協力した。その概要は後
述する。
福島第一原子力発電所事故による放射能汚染は， }I[渡
フィーノレドセンターの生産に大きな影響を与えた。シイタ
ケは放射性セシウムを吸収する能力が高く，露地での原木
シイタケ栽培は大きな影響を受けることなった。また，牧
草地・放牧草地の汚染により放牧を基幹とするフィーノレド
センターの家畜飼養体系も大きな影響を受けることになっ
た。その概要は後述する。
年度末の3月27日に，卒業式(学位授与式)が仙台市
体育館で例年通り開催された。その席において，女川フィー
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ルドセンターの機関員・平塚豊一氏，元臨時用務員・阿部
勝夫氏が，東日本大震災の際に身命の危険を冒して本学へ
多大な貢献をおこなったことから，総長震災貢献賞が授与
された。授賞理由:震災の折，調査実習船を操船し，複数
の津波を巧みな操船技術によって回避し，安全な沖合まで
避難させ，本学の所有する調査実習船2隻を命がけで守っ
た。
図1 総長震災貢献賞を授与される平塚氏(左)と阿部氏(右)
2.川渡フィールドセンターにおける被害ならびに各種の
対応
1)被害概要ならびに復旧対策(川渡フィールドセンター)
震災後，被害状況の調査が数次にわたって行われ，それ
に対しての復旧対策(故障備品の購入等を含む)が進めら
れた。工事関係は 24年度に実施されたものもある。備品，
物品等について表 lおよび表2に，建物関係を表3(平成
23年度)，および表4(平成24年度)に示した。
2)生産活動への影響と対応(川渡フィールドセンター)
川波フィーノレドセンターにおける生産活動は，震災時の
4日聞にわたる停電と福島第一原子力発電所事故による放
射能汚染によって大きな影響を受けた。
停電により，畜産では，牛舎の搾乳装置等を運転するこ
とができず，搾乳牛に乳房炎が発症するなどの影響が出た。
その後の症状の悪化により，淘汰せざるを得ない個体も現
れた。また，震災により集乳施設が被災したため数週間に
わたって集乳が行われず，この聞に生産した生乳を廃棄せ
ざるを得なかった。また，農林関係では，各種の冷蔵冷凍
庫が停電により停止し，凍結保存してあったブルーペリー
等は廃棄せざるをえなくなった。
放射能汚染は，畜産・農林の生産に大きな影響を及ぼし，
その対策は困難をきわめ，生産方式の全面的な見直しをせ
ざる得ない状況となった。
畜産では，平成23年5月 18日付けで宮城県より乳用牛・
肥育牛への牧草給与自粛および放牧の自粛要請があり，乳
牛(ホノレスタイン種)に対しては放牧管理を中止し，舎内
において購入飼料で飼養した。 6月 1 日の県からの発表に
基づき， 6月20日より乳牛の放牧を開始したが， 8月初旬に，
理化研との共同研究の分析により，一部の乳牛の生乳より
暫定基準値を越える放射性Csが検出された。出荷を自粛
するとともに，ただちに，搾乳牛の放牧を中止した。飼料
を購入飼料に切り替え， Cs濃度の低減が確認されてから出
荷を開始した。
肉用種の繁殖牛および子牛・肥育素牛(日本短角種)は，
例年同様に，山地放牧地に 5月 17日に放牧を開始し，平
成23年 1月8日まで放牧した。しかし，放牧開始直後に，
放射能汚染が報じられたことにより肥育素牛(日本短角
種)7頭は翌日の平成23年 5月 18日に下山し，舎内で飼
養した。食肉市場においては，汚染された稲わらに起因す
る牛肉の放射能汚染が確認されたことに伴い， 7月28日に
県内の肉牛の出荷が停止された。その後 8月 19日に出荷
停止は解除されたものの牛肉の販売価格が大幅に下落し，
出荷もままならない状況が続いた。
さらに，平成24年4月 1日から食品中の放射性セシウ
ムの新基準値が設けられることとなり，それに対応して農
林水産省は，飼料中の放射性セシウムの新基準を設定した
(平成24年2月3日)0 2月23日には宮城県から新基準に
伴う牧草・放牧の自粛地域が発表されたが，その中に大崎
市は含まれていなかった。しかし， 3月2日に県から自粛
を県内全域に広げるとの要請が発せられ，草地更新を行わ
ない限り，牧草および放牧草地の利用は不可能となった。
センター内で対策を協議し，農水省の指導指針に従い，
フィールドセンター産の飼料と購入飼料で対応することと
なった。 24年度は北山放牧地への放牧は不可能となり，例
年北山放牧地で放牧していた牛をすべてセンター内牛舎で
管理するというきわめて困難な状況に至った。
23年度産のセンター産粗飼料，牛ふん尿コンポストのー
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表1.物品(被害金額60万円以上) (単位:千円)
物品名 設置場所 被害概要 復旧対策 金額
イオンクロマトグフフ 農場実験室 (1) 地震による振動で，正常に機能し 修理
イオンクロマトグフフ 1CS-2000，1CS-1000 
650 
Diomex DX-100 なくなった。 点検作業
搾乳装置オリオンサージ 乳牛舎(ノレーズ 地震による振動で，正常に機能し 購入 タンデムパーラー用搾乳システム 14，973 ミノレキングパーラー パーン) なくなった。
低温恒湿器 ミルクプフント 地震による振動で，装置が横転， 購入 定温恒温恒湿器 903 
120L THE051FA ボイラ一室 破損し，正常に機能しなくなった。
冷却遠，心機 草地研究室
地震による振動で，正常に機能し 購入
目立工機(株)製
3，3981 なくなった。 高速冷却遠心機 CR22GIII 
恒温器 草地管理舎
地震による振動で，正常に機能し
購入 送風定温乾燥器 6991 なくなった。
C02インキュベータ プレハブ
地震による振動で，正常に機能し 購入 卓上型パーソナノレユース細胞培養装置 676 なくなった。
C02インキュベータ プレハブ
地震による振動で，正常に機能し
購入 卓上型パーソナノレユース細胞培養装置 634 なくなった。
連続培養装置 ガレージ
地震による振動で，正常に機能し 購入
東尽理化器械(株)製
4，603 なくなった。 微生物用ファーメンターMBF-500ME
連続培養装置 ガレージ
地震による振動で，正常に機能し 購入 東尽理化器械(株)製 4，603 なくなった。 微生物用ファーメンターMBF-500ME
連続培養装置 ガレージ
地震による振動で，正常に機能し
購入
東尽理化器械(株)製
4，159 なくなった。 微生物用ファーメンターMBF-500ME
B10RADマイクロプレー プレハブ? 地震による振動で，正常に機能し 購入
DSファーマバイオメデイカル(株)製 マイ
3，171 
トリーダー なくなった。 クロプレートリーダー パワースキャンHT
倒立顕微鏡NikonE881 プレハブ
地震による振動で，正常に機能し
購入 倒立顕微鏡 1，995 なくなった。
目立スイング型遠心機 二階院生室
地震による振動で，正常に機能し
購入 多機能微量高速遠!t，機 963 なくなった。
TA1TEC大型培養シェー プレハブ
地震による振動で，正常に機能し
購入 中型恒温振とう培養機バイオシェーカー 893 
カー なくなった。
ディープフリーザー 雨宮キャンパス
地震による振動で，正常に機能し 購入 三洋電気超低温フリーザー MDF-C8V1 623 なくなった。
高速冷却遠IL.'機 資料調整室
地震による振動で，正常に機能し 購入 高速冷却遠J心機 1，512 なくなった。
言十 44，455 
表2.物品(被害金額60万円未満) (単位:千円)
被害概要 復旧対策 金額
資産修繕費 修理 2，860 
消耗品類
試薬類 購入 1，320 
PC・ワークステーション等 購入 1，287 
書架等 購入 336 
実験機器 購入 1，734 
計 7，5371 
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表 3.建物等(平成23年度に行った部局工事) (単位:千円)
建物名称等 被害概要 復旧対策 工事名 金額
農業機械実習室A棟 電気温水器破損，漏水発生，控室が水浸しに 電気温水器修理 電気温水器給湯配管漏水修理 25 
l号道路付近 l号道路，橋付近アスフアルト陥没，段差が 陥没地点をアスフアルト舗構内管理道路災害復旧工事 74 生じた 装，段差解消 (橋梁部舗装段差補修)
l号道路付近 l号道路，橋土台隣接の石積法面崩落，その 応急処置としてブルーシー 構内管理道路災害復旧工事 47 後降雨により舗装路側面まで盛り土が崩れた ト養生 (橋梁部右積崩落応急処置)
卓球室 電灯破損 電灯全て (6基)更新 卓球室照明器具取換他 118 
1号道路南側舗装と盛り土の境界で広範囲に 暫定処置として地割れ隙間 構内管理道路災害復旧工事
1号道路付近 地割れ発生，数カ所で盛り土法面陥没，断層 埋め (路肩陥没埋め戻し) 378 
イ包
1号道路付近 ブノレー シー ト養生(農A10)が破損 再養生，仮設ガードレール場内道路補修工事 158 設置，舗装陥没部嵩上げ
計 800 
表 4.建物等(平成24年度に行う予定の施設部工事) (単位:千円)
建物名称、等 被害概要 復旧対策 工事名
木材生産機械置場 天井ボード破損 天井ボード撤去・張替 東北大学(川渡2)災害復旧改修工事
草地管理舎 内壁・外壁にクラック 内外クラック処理 東北大学(川渡2)災害復旧改修工事
家畜管理舎 外装破損 欠損損傷部補修 東北大学(川波2)災害復旧改修工事
乾燥及び機械室 窓ガラス破損 ガラス入れ 東北大学(jl渡2)災害復旧改修工事
農業機械実習室A棟 内壁・外壁破損 内壁ボード修繕，外壁スレート張替・修繕 東北大学(川|渡2)災害復旧改修工事
農業機械実習室B棟 外壁破損 外壁スレート張替・修繕
学生実習室 内壁破損 壁ブレース交換，合板張
ポストハーベスト棟 小口径析破損 小口径析修理
l号橋 ょう壁，橋梁破損 ょう壁補修，橋梁補修
部は，放射性セシウム濃度が高く，利用できず，圃場脇に
放置せざるを得ない状況におちいった。
農産物(米，野菜(ニンジン，ゴボウ，長いも)，梅，
ブノレーペリー(生食， ジャム)，ノレバーブ(ジャム))につ
いては，分析の結果，基準値よりはるかに低い値，あるい
は検出限界以下であった。水田および野菜畑圃場は耕起が
行われるため，土壌表面に沈着した放射性セシウムは土壌
粒子に吸着し，移行係数が大幅に低下したためと考えられ
る。
シイタケについては， 23年春の宮城県発表による原木シ
イタケの分析値が暫定基準値以下であったので，それに準
じて，生産・販売を行った。乾シイタケについては，基準
値について農水省・宮城県から明確な指導がなかったが，
7月以降販売を自粛した。
秋季産の乾シイタケ・ホダ木・原木(秋季に伐採)の分
析を行ったところ，いずれも高い値を示し，乾シイタケは
食品暫定基準値 (500Bq/kg乾燥シイタケ)，原木は農水省
の示した基準値(150Bq/k:g) を越えた。センター産の原木
によるシイタケ生産は，現状では困難な状況にある。なお，
林木生産は外部業者に委託して通常通り行った。
農産物およびセンター内の土壌等の放射性セシウム分析
東北大学(川渡2)災害復旧改修工事
東北大学(川渡2)災害復旧改修工事
東北大学(jl渡2)災害復旧改修工事
東北大学(川渡2)1号橋ょう壁等災害復旧工事
のために，平成23年 l月，総長裁量経費によりガンマカ
ウンター(パーキンエノレマ一社 Wizard2480) が導入され
た。これにより，それまで、外部への依頼分析に頼っていた
放射性物質モニタリングを，センター内で行うことが可能
となった。
3.女川フィールドセンターにおける被害ならびに各種の
対応
女川フィーノレドセンターは，平成23年 3月 11日に発生
した東日本大震災に伴う大津波により完全に水没した。幸
い人的被害は無かったが，施設内外の損壊状況は重篤で，
建物内への大量の瓦磯や汚泥の流入によって殆ど全ての事
務資料や観測データが失われた。附置されている沿岸生物
生産システム学研究室は，フィーノレドセンターでの教育・
研究活動が不可能となったため，教員・学生ともに雨宮キャ
ンパスに移転した。
以上のような状況により，通常業務ならびに例年予定さ
れている学内外の実習や施設利用に対するサポート業務は
できない状態となった。そのため，センターの職員は，農
学部からの指示に従い， 4月以降は構内の瓦磯撤去作業を
主な業務として勤務することになった。当初は，腐敗臭と
大量のハエの発生により撤去作業は難渋を極めた。また，
台風と地盤沈下の影響により付近の河川の土砂が構内へ大
量に流入し，これら土砂の撤去のためにより大きな労力が
必要とされた。しかし，川渡フィーノレドセンター職員の人
的・物的支援もあって， 1月末には殆どの瓦磯の撤去が終
了した。
施設関係では，宿泊棟2階を仮研究室・仮事務所として
利用するため， 10月中旬からリフォームが施工され， 12 
月末に完了した。電気・水道等のライフラインも整備され，
年度末には事務什器・ OA機器等が搬入されて事務的業務
を行うことができるようになった。
船舶関係では，平塚船長の英断で被災を免れた調査実習
船「翠陪Jを，調査船を失った宮城県との共同で使用する
こととなった。 24年3月には「東北マリンサイエンス拠点
形成事業Jの採択に伴って海洋調査を実施することになり，
仙台湾，女川湾，志津川湾，気仙沼湾への航海調査を行った。
「翠陪」とともに被災を免れた和船「海生Jは， 23年7月
より運航ができる様になり，瓦磯撤去作業の合聞を繕って
海洋生物科学系研究室の調査に対する支援を行うことがで
きた。年度末には「翠暗J，r海生」ともに船体や機関の整
備を行った上で，法令で定められている船舶定期検査を受
検した。船体整備および蟻装の営繕に関わる業者も被災し
ていたが，各業者の理解と協力を得て，無事に定期検査を
完了できた。
(本稿は，業務概況p.46~ 47に写真とともに掲載してあ
ります)
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4.雨宮キャンパス(フィールド社会技術学分野)におけ
る被害ならびに各種の対応
雨宮キャンパスでは， 4月24日まで休校となり復旧対応
に追われた。複合生態フィールド制御部としては， 4月7
日に発生した東北地方太平洋沖地震の余震(震度6)によっ
て書類が散乱する等の被害はあったものの，大きな混乱は
みられなかった。
農学研究科による「食・農・村の復興支援プロジェクトJ
にはフィーノレド社会技術学分野の全教員が携わり，研究を
通して復興に貢献することとなった。設備面では，震災対
応予算によって，耐震のための書棚の補強工事が平成24
年2月におこなわれた。パソコン，プリンタの被害につい
ても措置がとられた。
5.復旧・復興支援活動
農学研究科では，震災後の 3月23日に「食・農・村の
復興支援プロジェクト (ARP)Jの立ち上げが提案され，
同28日には農学研究科全体でミーティングを聞き，中井
教授を代表に，教員それぞれの専門を活かした復旧・復興
への支援活動を進めることになった。フィーノレドセンター
の多くの教員もそれぞれ独自に，あるいは他機関と協力・
連携しながら活動を進めた。本活動の概要は，農学研究科
ホームページの「食・農・村の復興支援プロジェクト」に
掲載されている。
平成23年度に，フィーノレドセンター教職員が携わった
各種の支援活動を表5にとりまとめた。
表 5 震災復旧・復興支援に関わる業績等のリスト (2011年度)
論文
著者氏名(共著者含) 題目名 雑誌名 巻 号
阿部美幸，大村道明，中井裕， 「津波塩害農地復興のための菜の花プロジェクト」の課題と 農業経済研究報告 43 丸谷聡 展望
渡遁学・島国政信・本岡毅・ PALSARフルポーフリメトリによる東日本大震災被害状況把 (社)日本リモートセンシング学会第 50回(平成23年度春
米津千夏 握 季)学術講演会講演論文集
大村道明 アンケート実施に際して行った「被災地状況ヒアリング調査 東松島市復興プロジェクト支援事業復興支援調査報告書
結果J
著書
著者氏名(共著者含) 題目:名 掲載誌名 巻号頁 出版社名
伊藤豊彰，菅野均志 津波，高潮による農地被害の原因と修復の考え方 最新農業技術土壌施肥 4， 9-19 農文協
清和研二 種の多様性を活かした林業の再生一震災を超えて一.. 国際 農林水産叢書 69 農林水産奨励会，森林年震災復興に林業・木材産業はいかに貢献できるか
木島明博 東北大学の復興支援活動と大学教育の将来 高等教育ライブラリ 3 東北大学出版会
総説・解説記事
著者氏名(共著者合) 題目名 雑誌名 巻 号
粛藤雅典 東北大学フィーノレドセンターから見た震災 ビオフィリア 特別号
斎藤雅典
津波による農耕地土壌への被害 一東北大学・国際シンポジウム
GREENAGE 2012年 1月号「土壌と環境」の報告からー
伊藤豊彰 津波・高潮による農地被害の実態および塩害の原因と対策 東北の雑草 1 
佐藤衆介 原発警戒区域内に取り残されたウシの生体保存計画 畜産の研究 66 1 
中井裕
農地再生，環境と調和する農業へ ー食・農・村の復興支援プロジェ 月刊ガバナンス，ぎょうせい 9月号 (125)クト (ARP)ー
中井裕
震災からの農地・農業の復興 一食・農・村の復興支援プロジェ J品ifTIBULLET町，日本食肉生産技術開発セ
2011 (1) 
クト (ARP)ー ンター
中井裕 食・農・村の復興支援プロジェクトの概要 東北大学農学部同窓会会報 82 
清和研二
種の多様性を活かした林業の再生 一震災を超えてー.特集 国際 山林 1530 森林年一震災復興に林業・木材産業はいかに貢献できるか?ー
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93 
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24 
44 
23 
113 
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ページ
68 
94 
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ページ
50 
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26 
46 
35 
116 
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発行年
2012 
2011 
2012 
発行年
2012 
2012 
2012 
発行年
2011 
2012 
2011 
2012 
2011 
2011 
2011 
2011 
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.t. 
清和研二
清和研二
清和研二
清和研二
木島明博
池田実
大村道明，阿部美幸，中井裕
講演・学会発表等
発表者氏名
粛藤雅典
粛藤雅典
斎藤雅典
伊藤豊彰
伊藤豊彰
伊藤豊彰
伊藤豊彰
伊藤豊彰
伊藤豊彰
伊藤豊彰
伊藤豊彰
被災の地，東北から (9)木材利用で長期的復興を. 森林技術 838 45 2012 
被災の地，東北から (6)震災復興シンポジウム 森林技術 835 45 2011 
被災の地，東北から (3)真の効率とは? 森林技術 832 35 2011 
被災の地，東北から (1) 森林技術 830 43 2011 
東日本大震災の記録 東北大学高等教育開発推進センター紀要 7 211 215 2012 
女川|フィーノレドセンターにおける被災状況 複合生態フィールド教育研究センタ一報告 27 67 71 2012 
地元の叡智(えいち)を結集した多面的な支援の実施-東北大学大
学院農学研究科『食・農・村の復興支援プロジェクト.1(新春特別 畜産コンサノレタント 48 24 27 2012 企画災害・疾病からの復興・再建にみる地域畜産のあり方:地域
と関係者が一丸となった取り組みで強まる紳)
題目 会議名称 開催日時
農作物と放射性物質 飼料作物増産対策研修会 2011年9月6日
東日本大震災.食・農・村の復興支援一東北大学の挑 食品科学工学会第58回大会ランチョン講演会 2011年9月 1 日
戦
農用地に対する放射能汚染の実態と対策 全農営農指導員シンポジウム 2011年 12月9日
津波・局潮による農地被害の実態および塩害の原因と対 東北雑草研究会 2011年6月28日
策
津波による農地の塩害一実態，原因，除塩ー 日本土壌肥料学会東北支部大会 20日年7月7日
津波被災農地の復旧を支援する一被災土壌を調査して修 東北大学による食・農・村の復興支援報告会 2011年 7月27日復に役立てるー
海水流入水田の特徴と塩害対策 石巻地区塩害対策農家研修会(石巻農業改良普及センター主催) 2011年 1月 16日
宮城県の津波被災土壌の実態と塩害対策に関する考察 日本土壌微生物学会 2011年 1月26日
ヘドロ状堆積物の硫化物による酸性化，硫化水素害とそ 農研機構東北農業研究センターシンポジウム「津波被害農地の塩害対策技術」 2011年 12月 1日の対策
大津波が農耕地土壌に与えた影響とその対策 亘理地域における塩害技術対策研修会(互理農業改良普及センター主催) 2012年 1月26日
津波堆積泥土に含まれる硫黄化合物の問題 宮城県試験研究機関・東北大学農学研究科連携プロジェクト「農業の早期復興に向け 2012年2月22日た研究成果報告会J(宮城県農業関係試験研究機関・東北大学大学院農学研究科共催)
、ζ》、2・
発表者氏名 題目
佐藤衆介
福島原発20km圏内に取り残されたウシの保護プロジェ
クト
佐藤衆介 福島で被爆したウシを生かしたまま残す
小倉振一郎 桑と牛をつなぐー未利用養蚕資源の畜産的利用ー
佐藤衆介，田中繁史，有野祐樹， 東北大学附属川渡FSCの牛群における放射性セシウム
渋谷暁ー，豊水正昭，和田道治 汚染の実態
中井裕 食・農・村の復興支援プロジェクトの概要
中井裕 震災からの農地の復旧
中井裕 食・農・村の復興支援プロジェクトについて
中井裕 震災からの農業の復興
中井裕 プロジェクト立ち上げの経緯と概要
中井裕 菜の花プロジェクトと土壌
中井裕 津波塩害農地復興のための菜の花プロジェクト
中井裕 食・農・村の復興支援プロジェクトについて
中井裕 菜の花プロジェクトの進展状況
中井裕 菜の花プロジェクトについて
中井裕
地域を支える有機性資源の循環ーエネルギーをつくり，
環境をまもるー
中井裕 菜の花プロジェクトと菜の花の播種
中井裕 津波被災農地・農業の復興
中井裕 食・農・村の復興支援プロジェクト
中井裕 食と環境をまもる微生物たち
中井裕 コンポストおよびメタン発酵システム
中井裕
バイオマスタウンづくりに生かす微生物のちから一東北
大学と大崎市の連携事業にむけてー
会議名称
東北畜産学会公開シンポジウム
農学カルチャー講座
南三陸町復興支援キックオフイベント
日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同2012年度春季研究発表会
東北大学による食・農・村の復興支援報告会
E理町議会東日本大震災復興計画勉強会
東北大学農学部同窓会群馬県支部翠刀会総会
亘理町議会東日本大震災復興計画勉強会
5.第4回食・農・村の復興支援報告会
菜の花プロジェクト現地説明
JST RISTEXシンポジウム (招待講演)震災からの復興を「活力ある街・地域J創
りにつなげる~地域の「潜在カJを引き出す社会技術~
宮城県東北大学農学部OB同窓会
菜の花プロジェクト現地説明会
JSTサイトピジット現地説明会
東北大学PICS公開セミナー
菜の花プロジェクト現地説明会
平成23年度東北大学総合技術部研修(専門研修)
国連アカデミック・インパクト署名記念シンポジウム 国連デー@東北大学東日本
大震災からの復興，そして新生~東北から世界へ
東京都立立川高校出張講義
第 13回圏内視察研修日本有機資源協会
東北大学・大崎市連携協定式基調講演
開催日時
2011年9月9日
2011年 1月 1 日
2012年3月22日
2012年3月30日|
2011年5月 1 日
2011年6月 17日
2011年7月2日
20日年7月 19日
2011年7月27日
2011年7月30日
2011年7月30日
2011年8月26日
2011年9月25日
2011年9月29日
2011年 10月 1日
2011年 10月 10日
2011年 10月 17日
2011年 10月24日
2011年 10月26日
2011年 1月8日
2011年 1月9日
、c
a 
中井裕 震災復興と地域循環
中井裕 食・農・村の復興とバイオマスエネルギ一生産
中井裕 メタン発酵とバイオマス利活用
中井裕 水田農業の復興に向けた技術とは何か
中井裕 津波塩害農地復興のための菜の花プロジェクトの進展状
況
中井裕 東北大学食・農・村の復興支援プロジェクト
中井裕 地域を救うバイオマスエネルギ一生産
中井裕
食・農・村の復興支援プロジェクト，津波塩害農地復興
のための菜の花プロジェクト
中井裕 震災からの農と食の復興・再生
中井裕 津波塩害農地復興のための菜の花プロジェクト
中井裕
牛ノレーメン液を用いたハイブリッド型バイオガス化シス
テムの開発
中井裕 津波塩害農地復興のための菜の花プロジェクト
清和研二
地冗産材利用による震災復興と森林のフンドスケープデ
ザイン
清和研二 種多様性の復元による林業の再生をめざして
清和研二 地場産材による復興・海岸林・放射能汚染
清和研二 森の多様性とその恵み一山持ち・製材屋・大工・建具屋の連携で震災を越えよう一
清和研二 種多様性を生かした林業の再生一震災を超えてー
清和研二 種の多様性を生かした林業の再生
清和研二
種多様性を生かした林業・林産業の再生一震災を超え
て-
清和研二 種多様性を生かした林業再生
清和研二 生き物が織りなす森の多様性
木島明博
東北マリンサイエンス拠点形成事業の概要一東日本大震
災からの復興支援ー
平成23年度目本農業機械工業会総会基調講演
東北復興に向けたクリーンエネルキー研究開発シンホシウム
大崎市バイオマス利活用推進委員会移動研修会
大震災からの農業・農村の復興に関する技術シンポジウム 農研機構農村工学研究所
菜の花プロジェクト講演会
東北地域アグリビジネス創出フェア 20日
仙台青葉ロータリークラブ卓話会
東北大学大学院農学研究科運営協議会
仙台青葉ロータリークフブ創立 20 周年記念事業未来都市仙台公開フォーフム~r農
と食」の復興・再生からみた震災後の仙台の未来~
農業の早期復興に向けた研究成果報告会
プロジェクト創出研究会成果発表会 (公財)みやぎ産業振興機構
松島菜の花プロジェクトセミナー
東北大による食・農・村の復興支援報告会
東北大学環境科学研究科講演会 国際森林年に当たって 日本の森林を考える
東北森林科学会第 16回大会の特別セッション「東北地方の森林における東日本大震
災の被害の現状と復興への取り組み」
震災復興シンポジウム
シンポジウム一地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会一
大崎市国際森林年記念シンポジウム「市民と森林をつなく字国際森林年のつどい inお
おさきJ
第42回東北大学カノレチャー講座，東日本大震災 地域産業の復興をめざして.
林業再生シンポジウム
大谷中学校ハチドリプロジェクト
東北大学・海洋研究開発機構合同シンポジウム
2011年 11月 16日
2011年 11月 17日
2011年 1月28日
2011年 12月7日
20日年 12月 10日
2011年 12月初日
2012年 1月 11日
2012年 1月27日
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題目 会議名称 開催日時
壊滅的被害を乗り越えて取り組む遺伝的多様性研究 共同シンポジウム「水辺の自然再生一震災を乗り越える力強い活動ー」 2011年4月7日
PALSARフルポーラリメトリによる東日本大震災被害状 (社)日本リモートセンシング学会第50回(平成23年度春季)学術講演会 2011年5月27日況把握
PALSARIフルポーフリメトリモードによる東日本大震
2011年度統計関連学会連合大会 2011年9月7日災津波被害地域の解析
東日本大震災に関連して 平成23年度空間情報科学研究会 2012年3月 18日
委員会等名称 相手先 備考
宮城県塩害農地復旧支援チーム技術指導斑のアドバイザー 宮城県 津波被災農地広域土壌調査，除塩技術に関する技術指導
津波被災農地広域土壌調査に協力 宮城県 宮城県内津波被災農地全域を
宮城県と共同で6日間で実施
宮城県の農業土木関係行政，技術者に対して塩害水田の除塩方法の指導 宮城県
仙台市環境影響評価審査会委員 仙台市 震災対応に関する審議等
宮城県森林審議会 宮城県 震災対応に関する審議等
宮城県林業試験場・外部評価委員 宮城県 震災対応に関する審議等
宮城県試験研究機関評価委員 宮城県 震災対応に関する審議等
女川町震災復興委員会 女川町
復興まちづくり計画策定委員会 東松島市
課題名 相手先等名称
学術指導農産物の放射能汚染対策 池月道の駅
津波塩害農地復旧のための菜の花プロジェクト(分担) JST 
学術研究復興支援寄付金 内藤記念科学振興財団
、.0。
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佐藤衆介
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中井裕
中井裕
中井裕
中井裕
中井裕
中井裕
中井裕
中井裕
食・農・村の復興支援プロジェクト
内陸部震災被災地復興のためのバイオマスエネルギー生産プロジェクト
東北マリンサイエンス拠点形成事業(新たな産業創成につながる技術開発)r排熱活用小型メタ
文部科学省ン発酵による分散型エネノレギ一生産と地域循環システムの構築J(プロジェクトリーダー)
JST研究開発成果実装支援プログフム実装支援プロジェクト「津波塩害農地復旧のための菜の花
JST プロジェクトJ(代表)
復興応援キリン幹プロジェクト「食・農・村の復興支援プロジェクト」 キリン
キナリ復興支援プロジェクト「東北大学菜の花プロジェクトj キナリ
東北マリンサイエンス拠点形成事業 文部科学省
農作物の安全・安心のための放射線量計測・トレーサビリァィシスアムの構築~最新IT技術の 第一回食・農・村の復興支援プロジェクト研究助成 (東北大学
農業・社会への実装~ 農学部)
津波被害農地の空間解析 第一回食・農・村の復興支援プロジェクト研究助成 (東北大学農学部)
報道題目 報道機関名 報道日年月(日) I 
資料提供.被ばくの牛生かす道を 東京新聞 10月 12日
意見:殺処分以外の道を探れ 農業共済新聞 1月9日
被災農地を視察(河北新報， 3月26日) 河北新報 3月26日
復興への支援策提案(日本農業新聞， 4月 12日) 日本農業新聞 4月 12日
一次産業の再生支援東北大，プロジェクト設立(河北新報， 4月 12日) 河北新報 4月 12日
食・農・村の復興支援プロジェクト報告会 読売新聞 4月 12日
科学技術振興機構復旧へ即効性ある 6研究を支援 日刊工業新聞 5月 12日
震災復興に即効，研究6件を選考科技振興機構が助成 共同通信，千葉日報他 19t:土 5月 13日
震災復興に即効，研究6件を選考 大分合同新聞 5月 13日
農・林・漁再生への英知 朝日新聞 5月 18日
'D 、。
氏名 報道題目 報道機関名 報道日年月(日)
中井裕 仙台市共同記者会見 NHK 6月 15日
中井裕 菜の花植え除塩 日本農業新聞 6月 16日
中井裕 菜の花の除塩効果研究 読売新聞 6月 16日
中井裕 農・漁村の再生 公明新聞 6月 17日
中井裕 雑記帳:塩害対策で被災農地に菜の花 毎日新聞 6月 16~ 
中井裕 塩害農地，代替作物で再生 日本経済新聞 6月 16日
中井裕 菜の花プロジェクトによる復興支援 J-Wave 6月20日
中井裕 食・農・村の復興支援専門の枠越え研究者集う 現代農業 6月
中井裕 塩害克服3本柱 朝日新聞 6月23日
中井裕 ARPによる復興支援:岡本行夫のニッポンという国へ BS-TBS 6月26日
中井裕 「菜の花Jr綿花」で塩害農地を大再生 週刊新潮52 6月30日
中井裕 菜の花プロジェクト・ヘドロ除去ボランティア活動 NHK 7月30日
中井裕 菜の花プロジェクト・ヘドロ除去ボランティア活動 東日本放送 7月30日
中井裕 浸水農地の塩害解消へ:菜の花プロジェクト始動 河北新報 8月2日
中井裕 電話取材による菜の花プロジェクトのPR (株)キナリ 8月2日
中井裕
Farming a Recovery政府海外広報用電子書籍rHighlightingJAPANJ泊1.5No.5 (9 内閣府 9月 1日
月号)htゆ://www.gov-online.go.jp/englpublicity/book/hlj/ 
中井裕 菜の花プロジェクト・菜の花播種作業(仙台市園芸センター) 仙台放送 9月25日
中井裕 菜の花プロジェクト・菜の花播種作業(仙台市園芸センター) 東日本放送 9月25日
中井裕 菜の花プロジェクト・菜の花播種作業(岩沼市) NHK，宮城テレビ， TBC 10月3日
中井裕 菜の花プロジェクト・菜の花播種作業(岩沼市) 岩沼FM 10月3日
中井裕 菜の花プロジェクト密着取材 仙台放送 10月 12日
? ?
中井裕 塩害農地に種まき 東北大院・菜の花プロジェクト 河北新報 10月12日
中井裕 塩害農地に種まき 東北大院・菜の花プロジェクト 東日本大震災「北カミら 全国新聞ニュース網 10月12日南ナピJJWN 
中井裕 Sunday Morning Wave 震災復興 DateF乱f 10月16日
中井裕 Sunday Morning Wave 食・農・村の復興支援プロジェクト DateFM 10月23日
中井裕 ナタネを栽培して被災農地に希望の灯りをともすJhttp://www.keguan.jst.go.jp/ JSTの中国語ポータfレサイト「客観日本 12月27日kgjp _ disaster/kgjp _ disaster _ other/985l/ 
中井裕 農学の力で復興支援，東北大学の「菜の花プロジェクトJ 蛍雪時代1月号学部リサーチ 12月14日
清和研二 宮城版1次産業の再生支援東北大，プロジェクト設立 河北新報 5月12日
清和研二 農・林・漁再生へ英知東北大の教員53人 朝日新聞宮城版. 5月18日
清和研二 森林活用でシンポ 三陸新報 9月21日
清和研二 森林活用したテーマでシンポ 読売新聞仙台圏 10月16日
清和研二 震災機に自然との共生を. 東日本大震災1周年特集.林経新聞，6. 2012年3月8日
清和研二 岡本行夫のニッポンという国へ「被災地から考える日本再生への道J BS-TBS 6月26日
池田実，菅野愛美 Japan disaster. Picking up the pieces at ravaged Tohoku University Science 7月
大村道明 デンマーク皇太子来訪 テレピ 6月15日
両角和夫 ニュース深掘り NHK. 4月2日
両角和夫 ニュースにだまされな(アサヒニュースター) CSアサヒ 5月7日
両角和夫 地域資源の活用鍵に 東日本大震災からの復興 新聞 5月16日
??
